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挨
拶 

新
年
あ
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

平
成
31
年
１
月 

神
石
高
原
町 

李 

川
上
馨 

こ
の
度
一
身
上
の
都
合

（
後
期
高
齢
者
を
過
ぎ
ま
し

た
）
に
よ
り
退
職
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

で
の
期
間
は
２
年
余
で
あ
り

ま
し
た
が
、
公
民
館
時
代
を

含
め
10
年
間
余
り
、
皆
様
方

に
は
ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き

大
過
な
く
過
ご
す
こ
と
が
出

来
ま
し
た
、
衷
心
よ
り
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、

当
初
公
民
館
の
出
勤
は
週
３ 
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平
成
最
後
の
正
月

を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年

の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。 

油
木
協
働
支
援
セ

ン
タ
ー
も
３
回
目
の

お
正
月
を
迎
え
ま
し

た
。 さ

て
、
旧
西
川
酒
店

を
借
り
て
改
修
工
事

を
進
め
て
い
ま
し
た

が
、
つ
い
に
完
成
し
２

月
６
日
に
『
油
木
協
働

支
援
セ
ン
タ
ー
分
室

【
に
し
か
わ
】
』
と
し

て
、
オ
ー
プ
ン
の
式
典

を
開
催
す
る
運
び
と

な
り
ま
し
た
。
初
年
度

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
さ
せ
て
頂
い
た
時

に
、
「
油
木
の
市
場
に

誰
で
も
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
場
所
が
欲
し

い
」
と
い
う
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
声
を

生
か
し
て
の
事
業
に

取
り
組
む
こ
と
と
な

り
ま
す
。 

 
  

 

明
け
ま
し
て 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 

 
 

 
 

 
 

セ
ン
タ
ー
長 

赤
木
健
二 

    

 

子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
が
自
由
に
利
用
で

き
、
小
中
学
生
、
高
校

生
は
勉
強
や
休
憩
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

西
川
さ
ん
が
収
集
さ
れ

た
多
く
の
化
石
類
も
、

４
月
か
ら
来
る
地
域
お

こ
し
協
力
隊
に
よ
っ
て

分
類
・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

を
し
て
、
い
く
ら
か
で

も
展
示
す
る
こ
と
が
出

来
る
と
思
い
ま
す
。 

【
に
し
か
わ
】
を
拠

点
に
油
木
を
少
し
変
え

る
こ
と
が
で
き
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
セ
ン
タ

ー
で
は
、
他
に
も
各
部

会
毎
に
そ
れ
ぞ
れ
事
業

を
展
開
し
て
い
ま
す
の

で
、
広
報
紙
「
ゆ
き
の

灯
り
」
を
ご
覧
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
ご
意
見
は
ど
し
ど

し
お
寄
せ
下
さ
い
。 

こ
の
一
年
が
皆
様
方

に
と
っ
て
、
よ
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に
御
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
  

 

日
で
あ
り
ま
し
た
、
そ
の
後
５

日
に
な
り
今
日
に
至
り
ま
し

た
。
仕
事
の
内
容
も
当
初
は
敬

老
会
開
催
と
住
民
学
習
開
催

が
主
な
仕
事
で
し
た
が
、
公
民

館
の
統
合
に
よ
り
油
木
公
民

館
長
を
拝
命
し
仕
事
の
内
容

も
子
供
放
課
後
教
室
の
事
業

等
が
加
わ
り
忙
し
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番

の
思
い
出
は
、
ゆ
き
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
の
活
動
が
認
め
ら
れ
、
文

部
科
学
大
臣
表
彰
を
授
受
し

た
こ
と
で
す
。
平
成
29
年
12

月
東
京
で
授
賞
し
ま
し
た
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
保
護
者

の
皆
様
の
ご
理
解
と
油
木
小

学
校
の
ご
協
力
と
各
教
室
の

講
師
の
方
々
の
お
か
げ
だ
と

思
い
ま
す
、
改
め
ま
し
て
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

今
後
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

の
益
々
の
発
展
と
皆
さ
ま
方

の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
お
礼
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。 

 

高
齢
者
等
在
宅
生
活 

支
援
事
業
専
門
部
会 

12
月
17
日
に
高
齢
者
部
会
の

会
議
を
行
い
ま
し
た
。
各
自
治
振

興
会
に
依
頼
し
て
い
た
高
齢
者
支

援
に
つ
い
て
の
結
果
を
共
有
し
ま

し
た
。
結
果
一
覧
は
上
記
の
と
お

り
。 油

木
地
区
の
各
自
治
振
興
会
の

状
況
が
様
々
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

高
齢
者
支
援
の
取
り
組
み
を
一
律

に
は
進
め
る
こ
と
が
出
来
な
い
と

再
認
識
し
た
と
こ
ろ
で
す
。 

結
果
の
中
に
は
見
守
り
支
援
事

業
を
今
後
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
い
う
自
治
振
興
会
も
あ

り
ま
し
た
。
ま
ず
は
見
守
り
支
援

事
業
に
必
要
な
一
人
暮
ら
し
世
帯

の
情
報
整
理
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。 

 

 油木地区 各自治振興会の高齢者支援の取り組み 

振興会 取り組み 左記の取り組みにおいて困っていること 今後の高齢者支援について 

城山 
自主的に高齢者によるまめまめクラブが行われている。 まめまめクラブへの参加者は限られた人で、特に男性

の参加はない。 

各班の担当者を選任し、班内高齢者への定期訪問を行う。

（現時点では具体的協議は行っていない。） 

西油木 

11 月よりいきいき百歳体操を行う。まめまめクラブ、天神

原カフェ。 

 カラオケ、かたくり、草刈り、慰問等活発に活動している

が、出る人が決まっている。多くの人が参加されるような

事を考えるが難しい。振興会として出来る事はバックアッ

プしていきたい。 

いちば 
いきいき百歳体操を出席者 20 名前後で実施。高齢者への

弁当配布は利用者が少なくなったことから中止 

 組単位の高齢者把握と災害時支援。 

東油木 

民生委員さんが中心になって、緊急連絡先プレートを作ら

れている。75 歳以上家庭の定期的な訪問。健康面や詐欺に

騙されないよう啓発活動をされている。 

部会として協議するが、民生委員さんが唯一の頼り、

また民生委員さんの肩書があればこそ、訪問が出来や

すい。 

10 年後が恐ろしい。当面、町のタクシー制度の活用（買い

物、病院等のお出かけ） 独居老人→グループホーム、シ

ェアハウス、共同生活、協働菜園など 

南ゆき 

年 1 回 75 歳以上で一人暮らしの家を役員二人で訪問して

いる。訪問することで自治振興会として見守っていること

を示すのが狙い。訪問時に役員の携帯電話番号表、関連パ

ンフレットを渡している。 

 高齢者の割合が急速に増加する見込み。いつまでも支援体

制がとれるのか心配。 

安田 
老人クラブ（百働会）、椿サロン、みのり会への入会の干渉。

カフェ喫茶去への参加。（福祉会） 

入会すると即、役員となることになる。名前だけで

も・・・と入ったら役員！ 

若者が減り、高齢者が増す中では個人的に支援は困難にな

る。行政単位で支援するか支援の枠を小さくするしかない。 

小野 いきいき百歳体操。健康太極拳教室。まめまめクラブ。 世話をしてくれる人がいるので、何とか運営している。 生涯現役を貫くための支援が必要。地域力が大事。 

源流の里 

しんさか 

ふれあい弁当の配食・カラオケ 1 回/月  男の料理教室・ 

福祉弁当の配食・安心カードの配布 1 回/年 安否確認活

動・買い物支援活動・いきいき百歳体操・グラウンドゴル

フ １回/週  餅の製造配布（希望者） 

過疎、高齢化がますます深刻化し、老々互助の限界 自助（身体的、経済的）があって、互助が可能と考えられ、

その為の公助のあり方。 

仙養 

救急安心カード等の配布（高齢者及び一人暮らしで心配な

世帯）、いきいき百歳体操（李・小吹・忠原・上野）の実施、

80 歳以上高齢者慰問事業、敬老会行事 

手作りの救急安心カードを作成しているため、一度に

多数の申込があった場合に時間がかかる。強制的でな

いので、利用者が少ない。振興会役員のなり手がおら

ず、敬老会へ招待する側が対象者になる可能性がある。 

高齢化率も高くなり、一人世帯も増加。常会の開催や回覧

等についても、困難な班、小組も増えつつあり、自治振興

会での協議が必要な時期に来ている。災害が年々増加傾向

にあり、地域での防災計画（高齢者や要支援者の把握と役

割分担等）も急務。 

 

油木協働支援センター分室 「にしかわ」オープンします 

毎週 月・水・金の 11:30～19:30に開いています。 

お気軽にお越し下さい。 

🔷地域の人が自由に立ち寄れる場所としてご利用下さい。 

コーヒー(100円)、お菓子・飲料水(実費)があります。 

🔷団体・個人（町内）で利用できます。作品等の展示がで

きます。光熱費実費が必要です。 

🔷小・中・高校生が学習の場・居場所として利用できます。 

🔷生涯学習（ゆきなび）や ゆきキッズクラブの活動を行い

ます。予定は随時お知らせしますのでご参加下さい。 

☆4 月より地域おこし協力隊が就任し、西川化石標本の 

整理・分類・展示作業を始めます。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

２月６日（水）16:00 から 

オープニングセレモニーを

行います。詳細は別紙チラ

シを確認ください。 

< ご案内 > 

「油木生活百科」投稿募

集についての住民説明会 

日時 2月 28 日(木) 

   19時～ 

場所 油木コミュニティ

センター 

どなたでもお気軽に 

お越しください 

 

M
ira

ijyu

（
み
ら
い
じ
ゅ
う
） 

油
木
生
活
百
科
（
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
）
を
開
設
す
る
こ
と
が
幹
事
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
ウ
ェ 

ブ
サ
イ
ト
は 

油
木
住
民
の 

方
々
か
ら
投 

稿
し
て
い
た 

だ
く
記
事
に 

よ
っ
て
構
成 

す
る
予
定
で 

す
。 

 
 

こ
ん
な
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
な
り
ま
す 

１階フロア・調理室・２階フロアがあります。 
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場所 3月下旬に行った「移住者の体験

を語る会」で慣れない雪道の運転

や通行に困ったという移住者の

方々の意見が多くありました。そ

こで凍結危険箇所マップ作りをス

タートし、遂に完成。 

このマップを見 る来 る住 む 

Miraijyuで作成するホームページ

にも挿入して、油木への移住者や

移住希望の方々に凍結についての

情報を提供します。 

チラシは油木協働支援センター

で配布しています。とても素敵な

チラシになりましたので、雪道運

転に慣れている油木の住民の方も

手に取ってみて下さいね。 

 

ゆ
き
な
び 

大
人
の
教
室 

ゆ
き
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ 

源
流
の
里
し
ん
さ
か
の
紹
介   

会
長 

横
山 

博
則 

 

そ
の
二 

２ 

高
齢
者
に
対
す
る
施
策 

① 

安
否
確
認
活
動 

 
 

毎
週
１
回
（
火
、
水
曜
日
） 

 
 

町
・
郵
便
事
業
会
社
と
連
携 

 
 

（
Ｈ
23
年
11
月
～
） 

② 

買
い
物
支
援
活
動 

 
 

毎
週
１
回
（
金
曜
日
） 

 
 

町
・
地
元
商
業
者
と
連
携 

 
 

（
Ｈ
23
年
12
月
～
） 

③ 

ふ
れ
あ
い
弁
当
の
製
造
と

お
届
け 

 
 

毎
月
１
回
（
第
３
金
曜
日
） 

 
 

夕
食
と
し
て
４００
円
／
１
食 

 
 

（
Ｈ
23
年
３
月
～
） 

④ 

福
祉
弁
当
の
製
造
と
お
届

け 

 
 

年
１
回
（
９
月
） 

夕
食
と
し
て
源
流
の
里
し

ん
さ
か
で
負
担 

（
Ｈ
23
年
～
） 

⑤ 

安
心
カ
ー
ド
の
配
布 

 
 

年
１
回
（
４
月
）
に
交
付 

 
 

原
則
家
庭
の
冷
蔵
庫
に
保

管
（
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容

器
）
対
象
は
全
戸 

項
目
：
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
、

診
察
券
番
号
、
病
名
、
薬
名
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、
手
術
歴
、
血
液

型
、
緊
急
連
絡
先
、
そ
の
他 

 

（
Ｈ
21
年
～
） 

⑥ 

餅
の
注
文
生
産 

 
 

高
齢
化
に
よ
り
家
庭
で
餅

を
つ
く
こ
と
が
出
来
な
く

な
っ
た
為 

 
 

注
文
受
付
：
地
域
内 

 
 

（
白
餅
、
よ
も
ぎ
餅
、
豆
餅
） 

 
 

時
期
：
正
月
、
旧
正
月
、 

春
・
秋
の
彼
岸
、
秋
祭
り 

 
 

 

  

３ 

定
住
対
策 

 

急
激
な
人
口
減
少
へ
の
歯
止
め

と
、
担
い
手
・
働
き
手
の
確
保 

① 

外
部
人
材
の
受
け
入
れ 

 
 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
受
け

入
れ 

 
 

（
Ｈ
23
年
９
月
～ 

７
人
） 

② 

他
地
域
と
の
交
流  

山
と
海

の
交
流 

年
３
回
「
内
海
町

の
将
来
を
考
え
る
会
」
と 

 
 

（
Ｈ
24
年
１
月
～
） 

町
の
協
力
を
頂
き
な
が
ら
「
協

力
隊
」
の
募
集
を
し
て
い
る 

４ 

生
活
環
境
の
維
持 

農
地
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
、
農
事
組

合
法
人
「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
ム
新
坂
」

と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
る
が
、

構
成
員
（
７
人
）
が
高
齢
化
し
維

持
が
危
ぶ
ま
れ
る 

Ｈ
９
年
に
組
織
化 

任
意
組
織 

「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
ム
新
坂
」 

 

Ｈ
16
年
６
月
に
法
人
化 

 
 

農
事
組
合
法
人 

「
ニ
ュ
ー
フ
ァ
ー
ム
新
坂
」 

以
上
「
源
流
の
里
し
ん
さ
か
」

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、
人
口
減
少
、

高
齢
化
は
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
厳

し
さ
は
増
す
ば
か
り
で
す
。 

し
か
し
、
地
域
テ
ー
マ
『
い
つ

ま
で
も
、
住
み
続
け
た
い
と
思
え

る
地
域
』
づ
く
り
に
向
か
っ
て
「
組

織
と
し
て
出
来
る
こ
と
は
す
る
」

と
い
う
信
念
で
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
多

く
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す 

  

 

12
月
１
日
（
土
）
の
料
理
教
室
は
、

ク
リ
ス
マ
ス
ケ
ー
キ
を
作
り
ま
し

た
。
紙
製
の
カ
ッ
プ
に
生
地
を
流
し

込
み
、
焼
き
上
が
っ
た
あ
と
、
生
ク

リ
ー
ム
や
い
ち
ご
で
飾
り
つ
け
を
し

ま
し
た
。 

食べるの楽しみ (^^♪ 

 

12
月
８
日
（
土
）
油
木
そ
ば

打
ち
同
好
会
の
皆
さ
ん
を
講
師

に
迎
え
、
そ
ば
打
ち
体
験
を
し
ま

し
た
。 

 

初
め
て
体
験
す
る
キ
ッ
ズ
も

い
ま
し
た
が
、
講
師
の
皆
さ
ん
に

教
わ
り
美
味
し
い
そ
ば
が
で
き

ま
し
た
。 

12
月
３
日
（
月
）
に
２
回
目
の
み

そ
作
り
教
室
を
し
ま
し
た
。
大
人
気

の
た
め
、
急
き
ょ
２
回
目
を
計
画
し

開
催
し
ま
し
た
。 

みっちゃん（中平さん）の丁寧な指導のもと作業中 

凍結危険箇所マップ完成しました 

 

油
木
協
働
支
援
セ
ン
タ
ー

の
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ

の
い
い
ね
が
、
つ
い
に
100
を

超
え
ま
し
た
。
栄
え
あ
る
100

番
目
は
広
島
市
の
松
崎
良
祐

さ
ん
。
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
小

坂
課
長
に
記
念
品
（
辛
う
て
ご

め
ん
）
贈
呈
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
200
人
、
1000
人
の
方
に
い

い
ね
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う

に
職
員
一
同
頑
張
り
ま
す
。 

そ
ば
粉
を
混
ぜ
る
キ
ッ
ズ 

 

手
芸
倶
楽
部

 
 

小
さ
な
手
鞠

 

を
作
り
ま
し
ょ
う

日時 ２月１９日（火） 
場所 油木コミュニティセンター 

小さな手鞠を作り、スト
ラップにしましょう。 
材料費実費必要です。 
お申込み・お問合わせは 
油木協働支援センターまで 

 

神
石
高
原
町
文
化
連
盟
油
木
ブ
ロ
ッ
ク 

 

総
合
文
化
祭 

開
催 

祝 100 

 

12
月
９
日
（
日
）
コ
ー
ラ
ス
山

び
こ
の
合
唱
を
皮
切
り
に
総
合
文

化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ

ん
日
ご
ろ
か
ら
練
習
に
励
ま
れ
、

素
晴
ら
し
い
演
技
を
発
表
さ
れ
ま

し
た
。 

飛び入り参加のブレンドンさんと酒井さん 

平
成
最
後
の
今
年
、
仙
養
ケ
原
で
「
初
日
を
拝

む
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
毎
年
、
町
内
の
人
た

ち
が
集
ま
り
続
け
て
来
ら
れ
、
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回
目
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。 

雪
の
な
い
仙
養
ケ
原
で
し
た
が
、
南
の
空
に
は

高
く
雲
が
広
が
り
、
山
の
稜
線
と
の
間
に
、
少
し

ば
か
り
の
空
が
赤
く
染
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
赤
み

が
だ
ん
だ
ん
と
増
す
中
、
赤
く
燃
え
る
円
天
が
空

に
か
か
り
、
輝
く
初
日
が
そ
の
姿
を
見
せ
ま
し
た
。

一
心
に
見
つ
め
る
私
た
ち
に
、
新
年
へ
の
大
い
な

る
希
望
を
抱
か
せ
て
く
れ
ま
し
た
。 

 
 

 

新
春
の
歌 

 
 

 

雲
の
間
に 

赤
く
燃
え
て 

初
日
の
出 

 
 

 
 

 
 

平成最後の 初日の出 

２月のゆきキッズクラブ 

２月 ２日（料理教室） 

２月 ９日（工作教室） 

２月１６日（楽描き教室） 


